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J13a 全天X線監視装置MAXIと Swift衛星によるGRB 121027Aの観測
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ガンマ線バースト (GRB)は X線から電波までの広い波長域にわたって、数秒から数百秒のバースト本体の後
に時間の冪乗で減光する残光を伴うことが知られている。しかし、2012年 10月 27日に Swift衛星によって検出
された GRB 121027A はバースト後のX線での振舞が典型的なバーストとは著しく異なることがわかった。
まず、Swift衛星のX線望遠鏡 (XRT)のデータによれば、トリガ時刻の 300秒後から 1000秒後にかけての 700

秒の間に、X線の光度は二桁以上も減少しているが、その直後、約 100秒の間に二桁の増光が見られた。
全天X線監視装置MAXIがこのバーストの位置を観測したのは、バースト発生から 40分後であった。この時

の 4-10keVの fluxは約 150mCrabと明るかったため、MAXIの新星探査システムで自動的に発見することができ
た。また、その後のデータ解析により、MAXIは更にその 92分後の観測でも検出していることがわかった。これ
らのMAXIの観測は、いずれも Swift衛星 XRTによる観測が行われていない時間帯にあたり、ユニークなデー
タである。さらに、MAXI が最初に捉えた時間帯は XRT では観測できなかった急激な増光のピークを押さえて
おり、この増光の起源を考える上で重要な観測データである。
本講演では、これらの観測結果を報告するとともに、この奇妙な振舞の解釈についても議論する。また、MAXI

ではこの例のように他の衛星によって観測されたバーストの前後にX線で放射が見えるかどうかの探査すること
も行っており、その結果についても併せて報告を行う。


